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第３回精華町健康総合拠点施設のあり方検討会議 議事録 

 

日時 令和元年 12 月 17 日（火）午後 1 時 30 分～午後２時 30 分 

場所 精華町庁舎 6 階 審議会室 

出席者 桂会長、岸田委員、内田委員、三沢委員、野澤委員、田中委員、長谷川委員、森委員、

阪本委員、近藤委員、矢田委員、北﨑委員 

欠席者 地主副会長 

次第 1 開会 

2  議事 

（１） 健康総合拠点施設整備基本計画（案）について（資料１） 

（２） 今後のスケジュールについて（資料２） 

（３） パブリックコメントについて（資料３） 

（４） 意見交換 

3 その他 

次回検討会議の開催について  

4 閉会 

＜配布資料＞ 

○ 精華町健康総合拠点施設のあり方検討会議 委員名簿 

○（資料１）精華町健康総合拠点施設整備基本計画（案）について 

○（資料２）今後のスケジュールについて 

〇（資料３）パブリックコメントについて 

○（当日配布資料１） 

大規模災害時の保健医療活動に係る体制の整備について 

〇（当日配布資料２） 

災害時における被災地外からの医療・保健に関わるチームの一例 

1 開会 

挨拶 健康福祉環境部長 

 師走に入りお忙しい中、本日はご出席をいただきありがとうございます。 

本会議では、第 1 回目では基本構想の内容、基本計画の構成及び策定スケジュールの提

案、第 2 回目では、考え方の再整理と建設候補地の視点と要件説明、他市町村の事例紹介

後、「住民活動交流機能」及び「危機管理機能」について意見交換を行いました。 

今回、2 回の会議を踏まえまして、基本計画（案）を提案する前に 3 点改めてご説明させ

ていただきます。 

1 点目は、健康総合拠点施設整備は第 5 次総合計画で、健康と医療の分野の 1 つとして位

置づけられており、基本計画の策定を進めているものです。近年、災害が多く発生してお

り、本基本計画では、健康医療にとどまらず、防災を織り込んだものにしていくこととし

ています。 

また、現在、本町では「精華町まちづくり基本計画」を並行策定しており、「防災食育セ

ンター」及び「防災受援施設」の 2 つの施設整備を予定しています。本計画と「精華町ま

ちづくり基本計画」を結び付けて有機的に整合性を図っていきたいと思います。 

このことから、今回、本計画の当初の構成案から一部修正を考えており、「施設機能の検討」

を追加し、「保健機能」「防災施設」の 2 つの機能を含んだ形で示しています。 

次に、2 点目です。この度、建設候補地を具体的にお示ししています。本候補地は、最終

決定ではなく、有力候補地として進めていきたいと考えております。 
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3 点目に、本計画は、財源確保の目途が立った段階で、今後のスケジュールについては進

めてまいりたいと思っております。そのため、具体的なスケジュールの明記は、現在でき

ない状況となっております。 

以上 3 点ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 要綱第 6 条第２項に基づき、委員出席の確認を行った。 

委員 13 名中、12 名の出席により本会議は成立。 

会長 

 

これより、議事に沿って進めてまいりたいと思います。 

2 議事 

 

事務局 

議事 

（１）健康総合拠点施設整備基本計画（案）について 

（資料１、当日配布資料１、当日配布資料２） 

事務局より説明。 

 

質問及び 

意見交換 

会長 

 

 それでは、議事の（１）「健康総合拠点施設整備計画（案）について」、質問 

及び意見交換を行いたいと思います。 

 

野澤委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

野澤委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

近藤委員 

 

 

事務局 

 

 

具体的な資料で、こうなったら良いと思うことを多分に記載していただいて

いるので良いと思った。現在、あすなろ会は、乳幼児健診に協力しており今後

も協力していきたい。このような施設で活動できると思うと楽しみにしている。

本計画は危機管理がしっかりしている。 

パブリックコメント公募は、委員も参加しても良いか？ 

 

パブリックコメント内容は、団体等で様々なご意見をいただければと思って

いますので、ご協力よろしくお願いします。 

 

15ページの防災食育センターは、よくわからないのですか？ 

 

 防災食育センターは、まちづくリ基本計画に示しており食育学習機能と災害

時の食料供給機能を持つ施設で、建設想定は精華中学校の敷地内を予定してい

ます。 

 

災害時は、食事の提供に困ることが多い、また、食料保存が必要となるので

重要だと思います。 

 

 今回、駐車場の説明がなかったがどうか。現在、保健センターや役場の駐車

場は狭いが、新しく建設する際に駐車場はどのようにお考えですか？ 

 

現在、建設候補地を役場敷地及び周辺地と示している。近々役場駐車場は、

拡張予定のため役場駐車場を活用予定としています。 

事務局 議事 

（２）今後のスケジュールについて（資料２） 

事務局より説明。 

事務局 議事 

（３）パブリックコメントについて（資料３） 

公表・募集期間の変更：令和２年 1月２３日（木）から２月２０日(木)まで 
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公表方法の追加変更：こまだ保育所（子育て支援センター） 

事務局より説明。 

 

質問及び 

意見交換 

会長 

 

田中委員 

 

 

事務局 

 

 

質問及び 

意見交換 

会長 

 

 

岸田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸田委員 

 

三沢委員 

 

 

 それでは、議事の（２）今後のスケジュールについて及び議事の（３）パブ 

ックコメントについて質問及び意見交換を行いたいと思います 

 

 

パブリックコメントの用紙をまとめて、団体に送っていただく事はできない

か？ 

 

計画の修正及び現在作成中の概要版とパブリックコメントの用紙を各委員に

送付します。各団体におかれましては、ご意見をいただければ幸いです。 

  

計画をより良いものにするため、各団体からの意見をいただければと思いま 

す。 

それでは、今までの議事の内容についてでも結構ですので、他にご意見ござい

ませんか？ 

 

健康総合拠点に、精華町の災害時の機能が含まれていることが分かりました。

この地域で大きな災害が起こった時に、DMATや JMATが来るなど流れはあるが、

仮に浸水被害が大きくあった時、広域での災害本部をこちらに置くことになる

のか？ 

集団健診は 1400 人から 1500 人が受けているが、部屋や日程はカバーできて

おり、施設規模や駐車場を含め実施可能な状況か？ 

また、備蓄の場所は災害時には、どのように考えているか？ 

前回も相談したが臨時の医師会を置くことは難しいか？  

災害という視点で強化するにあたっては、今後、相楽地域での他機関との連携

が重要であるがどうか？ 

 

災害医療の圏域の調整に関しては、山城南保健所が事務局である「山城南災

害医療連携協議会」が中心となり実施していくこととなっています。 

平成２８年度に「災害医療連携協議会」を立ち上げ災害医療コーディネーター、

災害拠点病院、医師会、歯科医師会、薬剤師会、消防、市町村等、関係機関と

連携しながら進めています。 

また、大災害時の本部拠点は、災害拠点病院か保健所だが、どちらも浸水し

た場合どうするかは、今後、協議調整していく必要があります。 

他にも、熊本地震の振り返りより、災害の急性期の直接死より、その後の災

害関連死が多かったことを踏まえ、その対策も重要と考えられています。心の

ケアチームや健康管理チームの役割も大切で、災害時の町の保健活動の拠点、

健康支援の拠点はとても重要となると考えます。また、本施設は、平時は住民

活動交流機能もあり、平時のつながりのある地域は災害時に強く、有機的に動

くことも期待します。 

 

「災害時健康危機管理支援チーム」は、保健所がされるのですか？ 

 

「災害時健康危機管理支援チーム」は、保健医療行政を支援するチームです。

チーム員は、保健所の医師、保健師、栄養士等が災害時の保健医療活動のマネ

ージメント機能を支援するチームで、現在、人材育成が行われています。 



4 

 

岸田委員 

 

三沢委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野澤委員 

 

 

 

岸田委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

「災害医療コーディネーター」は、このチームに入るのですか？ 

 

「災害医療コーディネーター」は、保健所と一緒に圏域の災害時の保健医療の

調整役を担っていただきます。また、備えに対しての活動もしていただくこと

となっています。 

 

 災害時においては保健所の指揮のもと保健活動を行うこととなるので計画を

一部改めさせていただく予定です。 

現在のところは、表記の施設規模で集団健診を実施できる想定です。駐車場

については役場駐車場拡張予定もあり、集団健（検）診実施において不足のな

い想定をしています。 

臨時の医師会については、本施設は住民活動支援のため貸館を予定していま

すので空き状況によりご利用いただく事は可能と思います。 

また、災害時の備蓄については、「防災受援施設」と連携して行っていきたい

と考えています。 

 

トイレについて、現在ほとんどが洋式トイレで和式トイレがなくなってきて

いる。子供が和式トイレを使えず足の力が弱くなっているように思うがいかが

か？ 

 

今、和式トイレに座ることができない子供が出てきている。便秘のことを考

えると和式トイレは、腹圧がかかり良いと考える。現在高齢者の多くが便秘傾

向となっている。昔の人は、和式トイレであったことから便秘が少なかった。  

また、一日何度か和式トイレに座ることは、スクワットをしていることと同

じになる。医学的には良い面はあるが、利用者にとっていいかという点では考

えていただきたい。 

 

みなさん、ご意見ありがとうございました。議事を終わり事務局にお返しし

ます。 

 

本日は、計画に関するご意見をいただきありがとうございました。本日いた

だいたご意見を元に修正し、計画を改めて配布させていただきたいと思います。 

また、本会議の内容は、ホームページ等で公表させていただきます。 

３ その他 

次回 あり方検討会議の日程について 

第４回 精華町健康総合拠点施設あり方検討会議 

日 時 令和２年２月 28 日（金）午後 1 時 30 分～ 

場 所 庁舎５階 ５０１・５０２会議室 

 

４ 閉 会 

 

 


